




















































































































は,「△はFに手続きfを適用した結果である」(△iSt Ergebnis einer Anwendung des Verfahrens
f auf r)」,または「Fは,手続きfの適用の対象であり,その結果が△である」(「iSt der Gegenstand
einer Anwendung des Verfahrens F,deren Ergebnis△ist), または「△はFに対してf関係にあ
る」(△Steht in der f‐Beziehung zu r),または「Fは△に対して逆のf関係にある」(「 Steht in
der umgekehrten f―Beziehung zu△)ということを表し。), これらは同じ意味であると受け取らね
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f関係 :…一〇―上→。_… において,Xfy関係の前者Xが特性Fを持つ:0-一→○ ならばXfy
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① O一 〇――→○―一→○――→ …
②O一〇預:=
③O一〇預:>○






































In(X, F)                       [inheritanceィロ続]
と略記する。(また,今後も手続きfは固定されているとみなす。)すると,命題76は,




































→ (hX→(xf*y→hy∨gy))]が導出されるが, この式の先件部分 :hX→hx∨gxは,命題36(18):
A→A∨Bで(A'にhXを`B'にgxを代入した式だから証明可能である。よって,これとMPにより後
件部分が次の命題83として導かれる :
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1    階の述語によって述語づけられているときは Her(h∨g)とせず,上記のように集合論の記法で
I    Her((a:ha∨ga))と表す。1     命題8(S16)i[D→(B→A)]→[B→(D→A)]で,`D'にFxを,`B'に
Her(F)を,`A'にXf・y→Fyを代入して得られる式の先件は命題81であるから,MPにより,後件
である次の命題84が導かれる :










→ [Xfキy→(In(X, F)→(Her(F)→(yfZ→Fz)))]                (86)
命題73で,`y'に多を,`X'にyを代入した式は命題86の先件 となるから,MPにより,その後件
部分である次の命題87が導かれる :
xfキy→ [In(x, F)→(Her(F)→(yfZ→Fz))]             (87)
フレーゲは命題87の導出を,以下のように日常言語で説明する(11ち
(2)yがf系列でXに後続するとする:Xf*y






一→0-一→○一→  のとき  ―→●―一→0-→
(2),(β),(γ)の仮定から命題85により,
(δ)yは特性Fを持つ:Fy
X           y
O――→●――→●―一→ …
(ε)Zを手続きfのyへの適用結果とする:yfz


































































vF[In(x, F)→(Her(F)→y)]→xf*y          (93)
命題7(S15):(B→A)→[(D→(C→B))→(D→(C→A))]で,`B'にVF(In(x, F)
→(Her(F)→z))を,`A'にXfキZを,`D'にyfzを,℃'にXf*yを代入した式の先件は,命題93で`y'
にZを代入した式 :VF(In(x,F)→(Her(F)→Fz )→xf*Z であるから,先の式の後件部分
が次の命題94として導かれる :
[yfZ→{Xfキy→VF(In(x,F)→(Her(F)→z)))]




yfZ→ (Xftty→xf*z)                                (95)
命題 8(§16):(D→(BA))→(B→(D→A))で,`D'にyfzを,`B'にXf*yを,`A'にXf*Z
を代入した式の先件は命題95であるから,後件が次の命題96として導かれる :
xf*y→ (yfz→XfキZ)                                 (96)
(f系列でXに後続する対象yに手続きfを適用した結果 Zはf系列でXに後続する)
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を代入した式 :
(Xf*Z∨=X ← → Xf*=z)→(xf*=Z→xf*z∨Z=X)
の先件は命題99であるから,後件が次の命題100として導かれる :





→ [{Xf*Z→(ZfV→Xf*y)}→(Xf*=Z→ (ZfV→Xf*y)}]              (101)
命 題 92で,`X'にZを,`Z'にXを,`y'にVを代 入 した 式 :Z=X→(ZfV→XfキV)は,命題 101の
`y'にVを代 入 した 式 の 先 件 で あ るか ら, これ か ら後 件 部 分 :
[Xf*Z→(ZfV→Xf*V)]→[xf・=Z→ (zfv→Xf*V)]
が導かれる。この式の先件部分は,命題96で`y'にZを` Z'にVを代入した式 :XfホZ→ (zfv→Xf*V)
に外ならないから,先の式の後件部分が次の命題102として導かれる :











(Z=X→X tt Z)→(Xf・=Z→Xf*z∨x=Z)            (103)
命題55(S21):C tt d→d=Cで,`C'にZを,`d'にXを代入した式は命題103の先件であるから,
後件が次の命題104として導かれる :
xf*=z→xf*z∨x=Z                  (104)
ここから,S30に移る。引き続き,「ZはXで始まるf系列に属する(ZはXの家系に属する)」 と
いう関係の諸帰結の導出を追う。
命 題 52(§20):(C←→ D)→ (fC→fD)で,`C'にXf*Z∨Z=Xを ,`D'にXf*=Zを,`f「'にF
を代入した式の先件部分は命題99であるから,後件部分が次の命題105として導かれる :
xf*z∨Z=X → Xf*=Z                (105)
命 題 37(§18):(C∨B→A)→(C→A)で,℃'にXf*Zを,`B'にZ=Xを,`A'にXf*=Zを代
入した式の先件部分は命題105であるから,後件部分が次の命題106として導かれる :







[Zf*=y→(y?→Zf*v)]→[zf*=y→(yfv→Zf*=V)]             (lo7)
命題102で,`X'にZを,`Z'にyを代入した式 :zfネ=y→(yfV→Zfキv)は命題107の先件であるか
ら,その後件が次の命題108として導かれる :
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[Zf*=X→(ZfキX∨Z=X)]→[Zfキ=X→(zf*X∨f*=Z)]           (113)
命題104で,`X'にZを,`Z'にXを代入した式 :Zf*=x→(zf*X∨Z=X)は命題113の先件である
から,後件が次の命題114として導かれる :


































→ [FN(f)→vd(dfX→Va(dfa→a tt x))]
が導かれるが,この式の先件は命題115であるから,後件である次の命題116が導かれる :
田畑博敏 :フレーゲの一般系列理論





→ [FN(f)→{yfX→Va(yfa→a tt x)}]                  (117)
普遍例化の主張である命題58(S22)i Vafa→fcで,`a'をdで書き換え,`fr'に「 fX→Va(Ffa→a=X)を,`C'にyを代入した式 :
Vd[dfX→Va(dfa→a=x)]→(yfx→Va(yfa→a=x)}
は命題117の先件であるから,後件が次の命題118として導かれる :
























→ [FN(f)→(yfX→(yfキm→xf*=m)}]               (123)
上の命題123の先件は命題110に外ならないから,その後件が次の命題124として導かれる :


















→ [FN(f)→(yfX→(yf*m→xf*m∨f*=X))]            (125)
命題114で,`X'にmを,`Z'にXを代入した式 :Xfキ=m→(xf*m∨mf*=X)は命題125の先件であ
るから,その後件が次の命題126として導かれる :

















l    x_____ ….
y                m
O一一→ … 一―→○










→ [FN(f)→{yf*m∨mfキ=y→(yfx→(Xf*m∨mfキ=X))}]         (128)
命題111で,`Z'にmを,`V'にXを代入した式 :mf*=y→(yfX→fキm∨mf*=X)は命題128の先
件であるから,後件が次の命題129として導かれる :
















































































通常,自然数論において数学的帰納法 (mathematicalinduction i MI)は次の形の命題で考えられ
る :
(MI) PO ∧ VX(PX→P ′) → vXPx.
この,通常の形の数学的帰納法が命題81の特殊事例であり,これから論理的に導かれることは次の
ようにして分かる。いま,MIの先件を仮定する :
PO かつ VX(PX→PXア) ……・①
また,自然数論での後者関数「′」をフレーゲの手続きfと関連づけるため,



























































































テキストとしては,01ms社からのもの:Gottlob Frege,効滋″ ク″″α″力74瑯ぇ島ZVeite Auflage,
01ms Vig 1977 を用いるが,これには一部誤植が含まれるので,Bynumの英訳 :Gottlob Frege,働ηθ砂励αチ








"",Mind 94(1985),pp 331 44。
 この論文は,フレーゲの数学の哲学に関
鳥取大学教育学部研究報告 人文 。社会科学 第 47巻 第 1号 (1996)
する,80年代以降の主要な論文を集めた次の論文集にも収録されている。W Demopoulos(ed):F%9ξ¢`P″
んsψ秒
げ ザИ2カ¢物α″θs,Harvard University Press,1995.
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